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後半に入り、朝日大学が積極的に攻め、チャンスを作るが得点には繋がらず、一進一退の攻防が続く。６７分、

名古屋フルーテルがＰＣを奪い、#１７橘がフリックで得点し３－０とする。６９分、朝日大学#１６伊藤が

レッドカードにより退場処分となり、名古屋フルーテルが３－０で勝利した。
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試合番号 備　考 　時　間

先発 背番号 氏

（後半

　名古屋フラーテルホッケーチームのセンターパスから、名古屋フラーテル対朝日大学の試合が開始される。

名古屋フラーテルが果敢に攻めいるも、朝日大学の堅い守りで阻止される。前半１２分に、名古屋フラーテルが

立て続けにＰＣを奪うものの得点には至らない。しかし１６分、名古屋フラーテル#１３山下が強烈なシュートで

先制し１－０とする。その後も名古屋フラーテルの攻撃が続き、３１分に#１１川上が華麗なタッチシュートを決め、

２－０と名古屋フルーテルのリードで、前半を折り返した。
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